
強みを伸ばすか，それとも弱みを克服するか？ 

 

優先順位の付け方 

前回，戦略的発想法の基本は「優先順位を付けること」について述べました。SWOT 分

析も紹介し，「強み」（strength）を活かして行動しようとするのか，それよりも「弱み」

（weakness）を克服する方を先に考えるべきなのかは，十分に考えられていないという問

題があると紹介しました。 

SWOT 分析の結果，ひとまず自社の強みや弱みがわかったと仮定しましょう。では，具

体的に，我が社では「強み」を活かして経営すべきか，それとも「弱み」を克服すべきか，

どちらを優先的に考えるべきなのでしょう？ どちらも同時に取り組むというやり方は，

優先順位が付けられていませんから，戦略的発想法ではありません。敢えていずれかを選

ばないといけないとすると，どういう根拠で（･･･これが肝要です），どちらを選択します

か？ 

以下では，この難問を解くためのヒントを，少しばかり論理的に考えてみることにしま

しょう。 

 

仕事のプロセスに注目する 

 この問題を解く重要な鍵の１つは，製品やサービスなどのアウトプットが産出されてい

くプロセスです。即ち，生産の方式が連続生産型か，それとも独立生産型かに着目する，

あるいは，もっと単純化して述べると「仕事のプロセスに着目する」といってもいいでし

ょう。 

 連続生産の典型例は，いくつかの工程を経て作り出されるような場合，言い換えるなら

「流れ作業方式」のような生産形態をとっている場合です。化学工場の装置生産はこの好

例です。 

こうした連続生産の形態をとる場合，そのプロセス内部のたった一箇所にでもエラーが

発生し，そこで製造途中の部品が流れなくなってしまうとどうなるでしょうか？ 言うま

でもなく，以下のラインは全て止まってしまいます。他の箇所がどんなに優れていて，た

とえ最新鋭の設備を備えていたとしても，一箇所にエラーがあるだけで，その組織全体の

アウトプットが全く無くなってしまうのです。 

したがって，こうした連続生産の形態をとるような製品の場合，あるいは前の部署から

流れて後ろの部署へと流れるように，連続的に仕事のプロセスが設計されているような場

合には，途中のエラーを何としてでも取り除かなければならないということになります。

つまり，「弱みの克服」が戦略として優先されるべきなのです。 

 

強みを活かせる条件 



 逆に，こうした連続的なプロセスで仕事が設計されているのではなく，各部署の独立度

がそれなりに高いような場合を考えてみましょう。典型的には，１つの組織内部に多くの

個人プレイヤーを抱えるコンサルティング会社を例に挙げることができます。 

 コンサルティング会社では，各個人のコンサルタントの力量がものを言います。各個人

コンサルタントは，相互に独立性が高く，お互いが仕事で干渉し合うようなことは滅多に

ありません。（共同作業をするような場合もあり得ますが，ここではそうしたケースは除外

しておきましょう。） 

個々のコンサルタントは，別々の案件を扱っていますから，会社全体の１～２人なら，

たとえ業績の低いコンサルタントが居たとしても，会社全体には大した迷惑をかけるよう

なことにはなりません。それより，たった 1 人だけでも極めて有能なコンサルタントが居

さえすれば，少数の低業績コンサルタントの不足分など，優に補ってくれるはずです。 

説明をわかりやすくするためにコンサルタント会社を例に挙げましたが，コンサルティ

ング会社に限らず，こうした相互に独立性の高い仕事の流れでデザインされているような

会社ですと，「弱みの克服」は最初にとるべき戦略ではないことが窺えるでしょう。むしろ，

１人で 10人分の稼ぎを上げてくれるような「強みを伸ばす」戦略の方が優先されるべきで

す。 

 

掛け算の関係か，足し算の関係か  

数学の得意な方なら，上記の例は数式を使って表現できると思います。連続生産の場合，

組織全体の生産性は，各部署での生産性の“掛け算”で表されます。それに対し，独立生

産の場合には，組織全体の生産性は，各部署（あるいは各個人）の“足し算”で表現でき

ます。 

掛け算は，１つでもゼロが間に交じっていると全体がゼロになってしまいますが，足し

算ではたとえ間にゼロが入っていても全体はゼロになりません。１つ大きな数値が含まれ

ていれば，全体の数値も大きくなります。 

以上，理屈っぽく書きましたが，ご自身の職場の「仕事の流れ」をもとに，いずれの戦

略をとるべきかの参考にしていただければと思います。 
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